
令和 2 年度 12 月予報

地域 沖縄群島

→

並

調査結果

（平均）

（発生ほ場率）

防除のポイント

11 月からの増減傾向

12 月の発生量（平年比）

平年の発生量の推移（→）

・摘葉等による残さは成虫の発生源となるので、ポリ袋に入れるなどして、

 ほ場外に持ち出し処分する。

・本種は薬剤抵抗性が発達し、また野外に多数の在来天敵が存在すること

から、天敵に影響の少ない選択性殺虫剤を使用する。

予報の根拠

作物 さやいんげん(平張)

病害虫名 ハモグリバエ類

11 月の発生量（平年比） 並調査結果
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